
9月定例会contents
・・・・・・・・・・1～3P
・・・・・・・・・・・・4P

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～9P
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10P
・・・・・・・・・・・・・・・・11P

73億7,875万7千円
平成30年度一般会計予算

発行／太良町議会　編集／議会広報編集特別委員会
〒849-1698 佐賀県藤津郡太良町大字多良1番地6
TEL 0954-67-2151

議会の情報がインターネットで見られます。
太良町役場のホームページにアクセスし、議会情報をクリックしてください。

http://www.town.tara.lg.jp/

議
会
だ
よ
り

N
ew
s

・from

・the

・Assem
bly

● 9月定例会議案審議 
● 平成29年度決算認定
● 一般質問 
● 調査報告等
● 議会の主な活動

平成30（2018）年10月23日発行
初版発行／昭和56年8月1日

平成30（2018）年10月23日発行
初版発行／昭和56年8月1日

No.150No.150
【曼珠沙華　喰場堤】【曼珠沙華　喰場堤】



太良町議会だより150号　平成30年10月23日 （1）

歳

　
　入

歳

　
　出

平成30年  9 月  定 例 会
会期／9月3日～14日（12日間）

一般会計の主な補正
普通交付税
道路等災害復旧事業費負担金（国庫負担金）
林道災害復旧事業費補助金（県補助金）
財政調整基金繰入金
ふるさと応援寄附金基金繰入金
前年度剰余金に係る繰越金
林道災害復旧事業債
道路等災害復旧事業債
臨時財政対策債
過疎対策事業債

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,055万7千円
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,466万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,194万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△5,365万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・440万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,183万9千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・570万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,230万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,000万3千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,900万円

ふるさと応援寄附金事業関連
ワンストップ特例申請受付業務委託料
（繁忙期の業務改善に係る経費）
イベント時設備レンタル料
（ふるさと納税大感謝祭への出店に伴うブース料）
肥前さが幕末維新博覧会「太良町の日」開催事業委託料（12月24日開催）
町道ブロック塀倒壊防止対策事業（町道亀ノ浦・金目線）
定住促進住宅建設用地造成事業（亀ノ浦団地北西側用地）
多良小学校屋外運動場改修事業
（プール解体に伴う改修面積の増加）
林道災害復旧事業（林道多良岳横断線）
道路橋梁等災害復旧事業（町道9路線、全12箇所）

                                            
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・391万1千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32万4千円

150万円
・・・・・・・・・・・・・・380万円
・・・・・・・・・・・3,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,088万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,000万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・3,700万円

平成30年度　一般会計の補正予算総額　1億1,310万3千円
　　　　　　 補正後予算総額　　　　 73億7,875万7千円

みんなでチェック！ 議案審議 平成30年9月定例会  議案審議Q&A

Q　多良小学校プール解体による代替はどうするか？
A　多良中学校プールを改修し、小学校も中学校
も安全に使用できるように検討している。

Q　今後ふるさと納税返礼品等の内容は変えるのか？
A　現在返礼品は寄付額の38.8％だが、30％まで見
直す必要がある。地場産品についても検討する。

Q　肥前さが幕末維新博覧会「太良町の日」開催に
民芸披露はしないのか？

A　近隣住人の方から騒音の苦情があり、鳴り物
等をやめる方向性になったので民芸披露は断
念した。

Q　子育てアプリの内容は？
A　予防接種管理、記録管理、町からの情報発信、
アンケートやイベント情報配信などの機能が
ある。

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

9月定例会審議結果
　9月定例会は、決算認定8件、補正予算5件及び報告2件の計15件が町長より、また、意見書1件が議
会より提案されました。審議結果は次のとおりです。
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退　※議長は採決に加わらない。
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111098765321

平成29年度太良町一般会計継続費精算の報告
　給食センター施設整備事業（平成28年度及び平成29年
度）の完了に伴う報告

平成29年度太良町一般会計歳入歳出決算の認定
　一般会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○認定第36号

平成29年度太良町山林特別会計歳入歳出決算の認定
　山林特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○第37号 認定

平成29年度太良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定
　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を認定に付す
るもの。

－○○○○○○○○○○第38号 認定

平成29年度太良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定
　国民健康保険特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○第39号 認定

平成29年度太良町漁業集落排水特別会計歳入歳出決算
の認定
　漁業集落排水特別会計歳入歳出決算を認定に付する
もの。

－○○○○○○○○○○第40号 認定

報告
報 告
第3号 －－－－－－－－－－－

平成29年度太良町財政健全化判断比率及び資金不足比
率の報告
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく
報告（全会計とも健全）

－－－－－－－－－－－報告報告
第4号

平成29年度太良町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定
　簡易水道特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○認定第41号

平成29年度町立太良病院事業会計剰余金の処分及び決
算の認定
　病院事業会計の剰余金処分及び決算を可決及び認定
に付するもの。

－○○○○○○○○○○
可決
・
認定

可決
・
認定

第42号

平成29年度太良町水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定
　水道事業会計の剰余金処分及び決算を可決及び認定
に付するもの。

－○○○○○○○○○○第43号

第44号

平成30年度太良町一般会計補正予算（第3号）
　定住促進住宅建設用地造成事業等1億1,310万3千円を
増額補正し、補正後の予算総額73億7,875万7千円とする
もの。

－○○○○○○○○○○可決



太良町議会だより 150号　平成30年10月23日（2）

歳

　
　入

歳

　
　出

平成30年  9 月  定 例 会
会期／9月3日～14日（12日間）

一般会計の主な補正
普通交付税
道路等災害復旧事業費負担金（国庫負担金）
林道災害復旧事業費補助金（県補助金）
財政調整基金繰入金
ふるさと応援寄附金基金繰入金
前年度剰余金に係る繰越金
林道災害復旧事業債
道路等災害復旧事業債
臨時財政対策債
過疎対策事業債

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,055万7千円
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,466万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,194万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△5,365万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・440万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,183万9千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・570万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,230万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,000万3千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,900万円

ふるさと応援寄附金事業関連
ワンストップ特例申請受付業務委託料
（繁忙期の業務改善に係る経費）
イベント時設備レンタル料
（ふるさと納税大感謝祭への出店に伴うブース料）
肥前さが幕末維新博覧会「太良町の日」開催事業委託料（12月24日開催）
町道ブロック塀倒壊防止対策事業（町道亀ノ浦・金目線）
定住促進住宅建設用地造成事業（亀ノ浦団地北西側用地）
多良小学校屋外運動場改修事業
（プール解体に伴う改修面積の増加）
林道災害復旧事業（林道多良岳横断線）
道路橋梁等災害復旧事業（町道9路線、全12箇所）

                                            
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・391万1千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32万4千円

150万円
・・・・・・・・・・・・・・380万円
・・・・・・・・・・・3,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,088万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,000万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・3,700万円

平成30年度　一般会計の補正予算総額　1億1,310万3千円
　　　　　　 補正後予算総額　　　　 73億7,875万7千円

みんなでチェック！ 議案審議 平成30年9月定例会  議案審議Q&A

Q　多良小学校プール解体による代替はどうするか？
A　多良中学校プールを改修し、小学校も中学校
も安全に使用できるように検討している。

Q　今後ふるさと納税返礼品等の内容は変えるのか？
A　現在返礼品は寄付額の38.8％だが、30％まで見
直す必要がある。地場産品についても検討する。

Q　肥前さが幕末維新博覧会「太良町の日」開催に
民芸披露はしないのか？

A　近隣住人の方から騒音の苦情があり、鳴り物
等をやめる方向性になったので民芸披露は断
念した。

Q　子育てアプリの内容は？
A　予防接種管理、記録管理、町からの情報発信、
アンケートやイベント情報配信などの機能が
ある。

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

9月定例会審議結果
　9月定例会は、決算認定8件、補正予算5件及び報告2件の計15件が町長より、また、意見書1件が議
会より提案されました。審議結果は次のとおりです。
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退　※議長は採決に加わらない。
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平成29年度太良町一般会計継続費精算の報告
　給食センター施設整備事業（平成28年度及び平成29年
度）の完了に伴う報告

平成29年度太良町一般会計歳入歳出決算の認定
　一般会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○認定第36号

平成29年度太良町山林特別会計歳入歳出決算の認定
　山林特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○第37号 認定

平成29年度太良町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定
　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を認定に付す
るもの。

－○○○○○○○○○○第38号 認定

平成29年度太良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定
　国民健康保険特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○第39号 認定

平成29年度太良町漁業集落排水特別会計歳入歳出決算
の認定
　漁業集落排水特別会計歳入歳出決算を認定に付する
もの。

－○○○○○○○○○○第40号 認定

報告
報 告
第3号 －－－－－－－－－－－

平成29年度太良町財政健全化判断比率及び資金不足比
率の報告
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく
報告（全会計とも健全）

－－－－－－－－－－－報告報告
第4号

平成29年度太良町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定
　簡易水道特別会計歳入歳出決算を認定に付するもの。

－○○○○○○○○○○認定第41号

平成29年度町立太良病院事業会計剰余金の処分及び決
算の認定
　病院事業会計の剰余金処分及び決算を可決及び認定
に付するもの。

－○○○○○○○○○○
可決
・
認定

可決
・
認定

第42号

平成29年度太良町水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定
　水道事業会計の剰余金処分及び決算を可決及び認定
に付するもの。

－○○○○○○○○○○第43号

第44号

平成30年度太良町一般会計補正予算（第3号）
　定住促進住宅建設用地造成事業等1億1,310万3千円を
増額補正し、補正後の予算総額73億7,875万7千円とする
もの。

－○○○○○○○○○○可決



太良町議会だより150号　平成30年10月23日 （3）

－○○○○○○○○○○

平成30年度太良町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）
　一般会計繰出金216万6千円を増額補正し、補正後の
予算総額1億4,116万6千円とするもの。

第45号

－○○○○○○○○○○

平成30年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第2
号）
　一般会計繰出金347万3千円を増額補正し、補正後の
予算総額5,407万3千円とするもの。

第47号

可決

－○○○○○○○○○○

平成30年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第1
号）
　一般会計繰出金等9,834万2千円を増額補正し、補正後
の予算総額14億9,834万2千円とするもの。

第46号 可決

可決

－○○○○○○○○○○可決

地方財政の充実・強化を求める意見書
　陳情の趣旨に沿い、国に意見書を提出するもの。
提出先
内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済
産業大臣、内閣府特命担当大臣（地方創生規制改革担
当）、内閣府特命担当大臣（経済再生担当）

意見書
第2号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第1号）
　事務補助賃金等217万8千円を減額補正し、補正後の
予算総額1億782万2千円とするもの。

第48号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町一般会計補正予算（第2号）
　広域農道維持補修事業等1,564万4千円を増額補正し、
補正後の予算総額72億6,565万4千円とするもの。

第35号

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321
議席
  　番号議決

  　結果

8月臨時会審議結果

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
口

　久
信

下
平

　力
人

末
次

　利
男

久
保

　繁
幸

川
下

　武
則

平
古
場
公
子

所
賀

　廣

江
口

　孝
二

田
川

　浩

竹
下

　泰
信

待
永
る
い
子

111098765321

平成27年度決算認定

決算審査特別委員会審議状況 Q&A

子どもたちに負担がのこらないように！

【平成29年度一般会計歳入歳出の構成】【平成29年度各会計歳入歳出決算額】

町税
（10.5％）

民生費
（22.5％）

総務費
（28.4％）

衛生費
（8.0％）

公債費
（6.9％）

教育費
（12.2％）

土木費
（8.4％）

消防費（2.8％）
商工費（3.0％）

議会費（1.1％）
災害復旧費（0.2％）

農林水産業費
（6.5％）

寄付金
（11.7％）

繰入金
（9.6％）

分担金・負担金
（1.1％）
使用料・手数料
（0.7％）

地方交付税
（34％）

国・県
支出金
（17.6％）

町債
（8.4％）

地方譲与税等（3.1％）
種　　別

決　算　額

※千円以下は、四捨五入

収　入 支　出

一　般　会　計

水道事業会計

町立太良病院事業会計

その他
（3.3％）

一般会計

歳入
70億7,796万5千円

一般会計

歳出
69億5,218万8千円

自主財
源（
36.9％

）

山林

後期高齢者医療

国民健康保険

漁業集落排水

簡易水道

70億7,796万5千円

4,891万4千円

1億3,074万1千円

17億7,331万1千円

1億5,199万9千円

1億1,263万1千円

5,769万7千円

3,400万円

11億7,742万6千円

5,824万7千円

69億5,218万8千円

4,891万4千円

1億2,857万4千円

16億7,496万8千円

1億4,852万6千円

1億265万1千円

4,577万円

4,236万円

10億5,491万5千円

9,377万8千円

収益

資本

収益

資本

特
別
会
計

Q　若者検診の中の、ピロリ菌検査の実績と結果
は。

A　対象は20～39歳までで、94人の受診があり、
精密検査が必要な人が22人だった。

＜歳出について＞

＜歳入について＞

（衛生費）

Q　基金の資産運用については、適正かつ効果的
な運用を期待するが。

A　現在は定期の利率見積りを出してもらって運
用しているが、今後更なる研究に取り組みたい。

Q　H29年度をもって山林特別会計を廃止し、一
般会計へ編入した理由は。

A　長年の材価の低迷により、一般会計に繰り出
す状況になく、その必要性がなくなったため。

（山林特別会計）

Q　学校給食センターが新しくなり、前年比で電
気料などが増加しているが。

A　全館空調設備になったことと、米飯給食を自
前で開始したため増えている。
電気料はH28年の122万円から、H29年は
445万円。燃料費はH28年の221万円から、
H29年は285万円になった。

（教育費）

（農林水産業費）
Q　平成29年度有害鳥獣駆除の実績は。
A　イノシシ573頭、アナグマ47頭、アライグマ
102頭だった。

平成29年度決算を認定！

差引額　1億2,577万7千円は、次年度へ繰越
（繰越の一部6,300万円は財政調整基金へ積立）

依
存
財
源（

63.1％）

　平成29年度一般会計及び特別会計等の歳入歳出決算認定につ
いて、9月10日～12日の3日間にわたり各項目ごとに、慎重な
審査を行いました。
　歳入歳出ともに適正な執行状況を確認しました。また、各会
計とも黒字決算であることを確認しました。



太良町議会だより 150号　平成30年10月23日（4）

－○○○○○○○○○○

平成30年度太良町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）
　一般会計繰出金216万6千円を増額補正し、補正後の
予算総額1億4,116万6千円とするもの。

第45号

－○○○○○○○○○○

平成30年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第2
号）
　一般会計繰出金347万3千円を増額補正し、補正後の
予算総額5,407万3千円とするもの。

第47号

可決

－○○○○○○○○○○

平成30年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第1
号）
　一般会計繰出金等9,834万2千円を増額補正し、補正後
の予算総額14億9,834万2千円とするもの。

第46号 可決

可決

－○○○○○○○○○○可決

地方財政の充実・強化を求める意見書
　陳情の趣旨に沿い、国に意見書を提出するもの。
提出先
内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済
産業大臣、内閣府特命担当大臣（地方創生規制改革担
当）、内閣府特命担当大臣（経済再生担当）

意見書
第2号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第1号）
　事務補助賃金等217万8千円を減額補正し、補正後の
予算総額1億782万2千円とするもの。

第48号

－○○○○○○○○○○可決
平成30年度太良町一般会計補正予算（第2号）
　広域農道維持補修事業等1,564万4千円を増額補正し、
補正後の予算総額72億6,565万4千円とするもの。

第35号

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321
議席
  　番号議決

  　結果

8月臨時会審議結果

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
口

　久
信

下
平

　力
人

末
次

　利
男

久
保

　繁
幸

川
下

　武
則

平
古
場
公
子

所
賀

　廣

江
口

　孝
二

田
川

　浩

竹
下

　泰
信

待
永
る
い
子

111098765321

平成27年度決算認定

決算審査特別委員会審議状況 Q&A

子どもたちに負担がのこらないように！

【平成29年度一般会計歳入歳出の構成】【平成29年度各会計歳入歳出決算額】

町税
（10.5％）

民生費
（22.5％）

総務費
（28.4％）

衛生費
（8.0％）

公債費
（6.9％）

教育費
（12.2％）

土木費
（8.4％）

消防費（2.8％）
商工費（3.0％）

議会費（1.1％）
災害復旧費（0.2％）

農林水産業費
（6.5％）

寄付金
（11.7％）

繰入金
（9.6％）

分担金・負担金
（1.1％）
使用料・手数料
（0.7％）

地方交付税
（34％）

国・県
支出金
（17.6％）

町債
（8.4％）

地方譲与税等（3.1％）
種　　別

決　算　額

※千円以下は、四捨五入

収　入 支　出

一　般　会　計

水道事業会計

町立太良病院事業会計

その他
（3.3％）

一般会計

歳入
70億7,796万5千円

一般会計

歳出
69億5,218万8千円

自主財
源（
36.9％

）

山林

後期高齢者医療

国民健康保険

漁業集落排水

簡易水道

70億7,796万5千円

4,891万4千円

1億3,074万1千円

17億7,331万1千円

1億5,199万9千円

1億1,263万1千円

5,769万7千円

3,400万円

11億7,742万6千円

5,824万7千円

69億5,218万8千円

4,891万4千円

1億2,857万4千円

16億7,496万8千円

1億4,852万6千円

1億265万1千円

4,577万円

4,236万円

10億5,491万5千円

9,377万8千円

収益

資本

収益

資本

特
別
会
計

Q　若者検診の中の、ピロリ菌検査の実績と結果
は。

A　対象は20～39歳までで、94人の受診があり、
精密検査が必要な人が22人だった。

＜歳出について＞

＜歳入について＞

（衛生費）

Q　基金の資産運用については、適正かつ効果的
な運用を期待するが。

A　現在は定期の利率見積りを出してもらって運
用しているが、今後更なる研究に取り組みたい。

Q　H29年度をもって山林特別会計を廃止し、一
般会計へ編入した理由は。

A　長年の材価の低迷により、一般会計に繰り出
す状況になく、その必要性がなくなったため。

（山林特別会計）

Q　学校給食センターが新しくなり、前年比で電
気料などが増加しているが。

A　全館空調設備になったことと、米飯給食を自
前で開始したため増えている。
電気料はH28年の122万円から、H29年は
445万円。燃料費はH28年の221万円から、
H29年は285万円になった。

（教育費）

（農林水産業費）
Q　平成29年度有害鳥獣駆除の実績は。
A　イノシシ573頭、アナグマ47頭、アライグマ
102頭だった。

平成29年度決算を認定！

差引額　1億2,577万7千円は、次年度へ繰越
（繰越の一部6,300万円は財政調整基金へ積立）

依
存
財
源（

63.1％）

　平成29年度一般会計及び特別会計等の歳入歳出決算認定につ
いて、9月10日～12日の3日間にわたり各項目ごとに、慎重な
審査を行いました。
　歳入歳出ともに適正な執行状況を確認しました。また、各会
計とも黒字決算であることを確認しました。



太良町議会だより150号　平成30年10月23日 （5）

議
員
　
改
選
ま
で
5
ヶ
月
ほ

ど
に
な
っ
た
が
、進
退
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
3
期
12
年
の
選
挙
公

約
の
中
で
、融
和
と
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
、町
民
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
、高
齢
者
福
祉
と
子

育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、町
が
活

性
化
し
、元
気
で
明
る
い
町
に

な
る
た
め
に
は
、人
の
輪
と
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
確
信
し
、公
約
実
現

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
太
良
町
に
残
さ
れ
た
憂
慮

す
べ
き
様
々
な
重
要
課
題
も

残
っ
て
い
る
が
、熟
慮
を
重
ね

9
月
末
ま
で
に
は
進
退
に
つ

い
て
判
断
し
た
い
。

議
員
　
も
し
出
馬
さ
れ
る
の

な
ら
、そ
の
施
策
の
目
玉
は
何

か
。

町
長
　
産
業
振
興
策
と
し
て

一
次
産
業
の
後
継
者
不
足
対

策
、少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
人

口
対
策
、特
に
高
齢
者
世
帯
へ

の
生
活
支
援
策
、そ
れ
と
地
域

活
性
化
の
た
め
の
若
年
層
の

雇
用
対
策
等
、行
政
、議
会
、町

民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
若
い
人
た
ち
を
太
良

町
に
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に

真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

町
長
　
若
年
層
の
雇
用
対
策

が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
う
。地
元
企
業
へ
の
雇
用

支
援
金
の
支
給
、稼
げ
る
農
業

政
策
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ

ば
と
思
う
。ま
た
、住
宅
施
策

と
し
て
、大
浦
、糸
岐
、多
良
地

区
に
そ
れ
ぞ
れ
4
、5
戸
ず
つ

戸
建
て
住
宅
の
建
設
も
考
え

て
い
る
。

　

　
９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
町

長
進
退
に
関
す
る
記
者
会
見

で
、岩
島
町
長
は
４
期
目
の
町

長
選
出
馬
に
つ
い
て
立
候
補

し
な
い
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
齢
に
よ
る
健
康
面
へ
の

不
安
や
多
選
を
理
由
に
挙
げ

ら
れ
、「
今
回
が
新
し
い
人
に

引
き
継
ぐ
潮
時
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

般
一

問
質

一

川
下

　武
則 

議
員

町
長
の
進
退
に
つ
い
て

答
▼
答
▼
9
月
末
ま
で
に
判
断
し
た
い

9
月
末
ま
で
に
判
断
し
た
い

次期町長選への不出馬を表明

議
員
　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
認

知
症
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
家
族
や
関
係

者
が
対
応
に
苦
慮
し
た
事
例
を

持
っ
て
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

町
内
に
何
人
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
30
年
8
月
現

在
1
4
9
名
で
あ
る
。

議
員
　
認
知
症
の
方
を
地
域
で

支
え
る
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
は
急
務
だ
と
思
う
が

担
当
課
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
今
後
は
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
い
推
進
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
認
知
症
検
診
、
子
供
の

頃
か
ら
の
教
育
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
、
こ
の
3
点
を

中
心
に
認
知
症
施
策
を
広
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
病
児
・
病
後
児
保
育
の

現
状
は
ど
う
か
。

町
長
　
嬉
野
市
と
業
務
提
携
を

結
ん
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員
　
嬉
野
市
で
は
距
離
が
遠

く
て
不
便
だ
と
感
じ
る
が
。

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
距
離
の
不
便

さ
は
否
め
な
い
し
利
用
者
も
少

な
い
。

議
員
　
太
良
病
院
を
中
心
に
医

療
体
制
の
整
っ
た
施
設
で
保
育

で
き
な
い
の
か
。

町
長
　
保
育
場
所
と
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

議
員
　
太
良
病
院
と
し
て
課
題

を
ク
リ
ア
す
る
努
力
は
。

太
良
病
院
事
務
長
　
近
く
の
空

き
家
を
探
す
こ
と
で
保
育
場
所

は
確
保
で
き
る
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
は
難
し
い
。

議
員
　
太
良
病
院
と
い
う
経
営

体
と
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

太
良
病
院
事
務
長
　
病
院
と
し

て
は
、
病
後
児
保
育
の
前
に
院

内
託
児
所
を
作
り
た
い
。

議
員
　
子
育
て
中
の
女
性
が
長

期
間
休
職
す
る
こ
と
で
企
業
そ

の
も
の
の
存
続
に
関
わ
る
こ
と

も
あ
る
。
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
働
く
女
性
を
援
助
す
る

と
い
う
意
味
も
含
め
、
病
児
・

病
後
児
保
育
の
町
内
実
現
は
で

き
な
い
か
。

町
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
等
々
を
と

っ
て
検
討
し
た
い
。
議
員
の
言

わ
れ
た
様
々
な
実
態
を
聞
き
、

重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

議
員
　
一
日
も
早
い
実
現
を
重

ね
て
要
望
し
た
い
。

 

太
良
町
の
河
川
に
つ
い
て

議
員
　
太
良
町
の
河
川
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
町
内
17
河
川
を
2
級
河

川
に
指
定
さ
れ
、
佐
賀
県
が
管

理
を
行
う
。

議
員
　
県
と
町
の
協
議
会
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
1
年
に
1
回
実
施

さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
河
川
の
氾
濫
危
険
を
左

右
す
る
水
位
計
の
設
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
現
在
正
式
な
水
位

計
は
多
良
川
の
み
で
あ
る
。

議
員
　
町
内
全
て
の
河
川
に
水

位
計
を
設
置
す
べ
き
だ
が
。

建
設
課
長
　
今
後
県
へ
の
要
望

書
を
あ
げ
て
い
く
。

議
員
　
河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た

め
に
は
清
掃
も
必
要
だ
と
思
う

が
、
担
当
課
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

建
設
課
長
　
清
掃
と
い
う
の
は

伐
採
だ
と
思
う
。
伐
採
に
関
し

て
は
県
の
方
へ
要
望
し
て
い
る

状
況
。

議
員
　
7
月
豪
雨
被
害
の
検
証

は
行
っ
た
の
か
。

総
務
課
長
　
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非

常
に
難
し
い
。
今
後
早
目
の
指

示
を
心
が
け
た
い
。

 

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
認
知
症
は
早
期
発
見
す

れ
ば
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

可
能
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
認

知
症
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診

は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
町
の
事
業
と

し
て
は
行
っ
て
い
な
い
。

般
一

問
質

一

待
永
る
い
子 

議
員

病
児
・
病
後
児
保
育
を
町
内
で

答
▼
答
▼
重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
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議
員
　
改
選
ま
で
5
ヶ
月
ほ

ど
に
な
っ
た
が
、進
退
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
3
期
12
年
の
選
挙
公

約
の
中
で
、融
和
と
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
、町
民
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
、高
齢
者
福
祉
と
子

育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、町
が
活

性
化
し
、元
気
で
明
る
い
町
に

な
る
た
め
に
は
、人
の
輪
と
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
確
信
し
、公
約
実
現

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
太
良
町
に
残
さ
れ
た
憂
慮

す
べ
き
様
々
な
重
要
課
題
も

残
っ
て
い
る
が
、熟
慮
を
重
ね

9
月
末
ま
で
に
は
進
退
に
つ

い
て
判
断
し
た
い
。

議
員
　
も
し
出
馬
さ
れ
る
の

な
ら
、そ
の
施
策
の
目
玉
は
何

か
。

町
長
　
産
業
振
興
策
と
し
て

一
次
産
業
の
後
継
者
不
足
対

策
、少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
人

口
対
策
、特
に
高
齢
者
世
帯
へ

の
生
活
支
援
策
、そ
れ
と
地
域

活
性
化
の
た
め
の
若
年
層
の

雇
用
対
策
等
、行
政
、議
会
、町

民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
若
い
人
た
ち
を
太
良

町
に
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に

真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

町
長
　
若
年
層
の
雇
用
対
策

が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
う
。地
元
企
業
へ
の
雇
用

支
援
金
の
支
給
、稼
げ
る
農
業

政
策
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ

ば
と
思
う
。ま
た
、住
宅
施
策

と
し
て
、大
浦
、糸
岐
、多
良
地

区
に
そ
れ
ぞ
れ
4
、5
戸
ず
つ

戸
建
て
住
宅
の
建
設
も
考
え

て
い
る
。

　

　
９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
町

長
進
退
に
関
す
る
記
者
会
見

で
、岩
島
町
長
は
４
期
目
の
町

長
選
出
馬
に
つ
い
て
立
候
補

し
な
い
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
齢
に
よ
る
健
康
面
へ
の

不
安
や
多
選
を
理
由
に
挙
げ

ら
れ
、「
今
回
が
新
し
い
人
に

引
き
継
ぐ
潮
時
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

般
一

問
質

一

川
下

　武
則 

議
員

町
長
の
進
退
に
つ
い
て

答
▼
答
▼
9
月
末
ま
で
に
判
断
し
た
い

9
月
末
ま
で
に
判
断
し
た
い

次期町長選への不出馬を表明

議
員
　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
認

知
症
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
家
族
や
関
係

者
が
対
応
に
苦
慮
し
た
事
例
を

持
っ
て
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

町
内
に
何
人
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
30
年
8
月
現

在
1
4
9
名
で
あ
る
。

議
員
　
認
知
症
の
方
を
地
域
で

支
え
る
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
は
急
務
だ
と
思
う
が

担
当
課
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
今
後
は
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
い
推
進
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
認
知
症
検
診
、
子
供
の

頃
か
ら
の
教
育
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
、
こ
の
3
点
を

中
心
に
認
知
症
施
策
を
広
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
病
児
・
病
後
児
保
育
の

現
状
は
ど
う
か
。

町
長
　
嬉
野
市
と
業
務
提
携
を

結
ん
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員
　
嬉
野
市
で
は
距
離
が
遠

く
て
不
便
だ
と
感
じ
る
が
。

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
距
離
の
不
便

さ
は
否
め
な
い
し
利
用
者
も
少

な
い
。

議
員
　
太
良
病
院
を
中
心
に
医

療
体
制
の
整
っ
た
施
設
で
保
育

で
き
な
い
の
か
。

町
長
　
保
育
場
所
と
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

議
員
　
太
良
病
院
と
し
て
課
題

を
ク
リ
ア
す
る
努
力
は
。

太
良
病
院
事
務
長
　
近
く
の
空

き
家
を
探
す
こ
と
で
保
育
場
所

は
確
保
で
き
る
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
は
難
し
い
。

議
員
　
太
良
病
院
と
い
う
経
営

体
と
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

太
良
病
院
事
務
長
　
病
院
と
し

て
は
、
病
後
児
保
育
の
前
に
院

内
託
児
所
を
作
り
た
い
。

議
員
　
子
育
て
中
の
女
性
が
長

期
間
休
職
す
る
こ
と
で
企
業
そ

の
も
の
の
存
続
に
関
わ
る
こ
と

も
あ
る
。
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
働
く
女
性
を
援
助
す
る

と
い
う
意
味
も
含
め
、
病
児
・

病
後
児
保
育
の
町
内
実
現
は
で

き
な
い
か
。

町
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
等
々
を
と

っ
て
検
討
し
た
い
。
議
員
の
言

わ
れ
た
様
々
な
実
態
を
聞
き
、

重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

議
員
　
一
日
も
早
い
実
現
を
重

ね
て
要
望
し
た
い
。

 

太
良
町
の
河
川
に
つ
い
て

議
員
　
太
良
町
の
河
川
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
町
内
17
河
川
を
2
級
河

川
に
指
定
さ
れ
、
佐
賀
県
が
管

理
を
行
う
。

議
員
　
県
と
町
の
協
議
会
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
1
年
に
1
回
実
施

さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
河
川
の
氾
濫
危
険
を
左

右
す
る
水
位
計
の
設
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
現
在
正
式
な
水
位

計
は
多
良
川
の
み
で
あ
る
。

議
員
　
町
内
全
て
の
河
川
に
水

位
計
を
設
置
す
べ
き
だ
が
。

建
設
課
長
　
今
後
県
へ
の
要
望

書
を
あ
げ
て
い
く
。

議
員
　
河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た

め
に
は
清
掃
も
必
要
だ
と
思
う

が
、
担
当
課
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

建
設
課
長
　
清
掃
と
い
う
の
は

伐
採
だ
と
思
う
。
伐
採
に
関
し

て
は
県
の
方
へ
要
望
し
て
い
る

状
況
。

議
員
　
7
月
豪
雨
被
害
の
検
証

は
行
っ
た
の
か
。

総
務
課
長
　
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非

常
に
難
し
い
。
今
後
早
目
の
指

示
を
心
が
け
た
い
。

 

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
認
知
症
は
早
期
発
見
す

れ
ば
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

可
能
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
認

知
症
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診

は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
町
の
事
業
と

し
て
は
行
っ
て
い
な
い
。

般
一

問
質

一

待
永
る
い
子 

議
員

病
児
・
病
後
児
保
育
を
町
内
で

答
▼
答
▼
重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

重
要
な
課
題
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
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く
の
人
が
集
ま
り
、ま
た
本
町
で

の
人
口
が
一
番
多
い
道
越
の
環

境
広
場
へ
の
設
置
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
。

社
会
教
育
課
長
　
不
特
定
多
数

の
方
が
来
ら
れ
、い
た
ず
ら
と
か

盗
難
が
考
え
ら
れ
、環
境
広
場
へ

の
A
E
D
の
設
置
は
難
し
い
と

思
う
。

議
員
　
一
般
町
民
の
研
修
や
指

導
等
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放

映
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、購
入

補
助
も
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

町
長
　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員
　
観
光
客
や
イ
ベ
ン
ト
、道

の
駅
等
で
年
間
70
万
の
人
々
が

来
町
さ
れ
、ま
た
高
齢
化
社
会
の

進
展
の
世
相
の
中
、町
内
の

A
E
D
の
設
置
場
所
と
台
数
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
役
場
を
初
め
多
良
地
区

12
施
設
14
台
、大
浦
地
区
7
施
設

10
台
を
設
置
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

議
員
　
心
肺
停
止
か
ら
10
分
が

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、救
急
車
の
到
着
時
間
が

10
分
〜
20
分
か
か
る
大
浦
地
区

の
設
置
場
所
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
大
浦
地
区
に
は
大

浦
支
所
、町
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、

艇
庫
、白
浜
海
水
浴
場
、竹
崎
城

趾
展
望
台
、大
浦
小
・
中
学
校
の

施
設
。

議
員
　
A
E
D
の
設
置
場
所
ま

で
、誰
も
が
わ
か
る
よ
う
誘
導
案

内
は
ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
誘
導
表
示
の
案
内

は
特
に
は
な
い
。

議
員
　
10
台
の
設
置
所
で
夜
間

自
由
に
使
用
で
き
る
場
所
は
ど

こ
に
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
特
段
夜
間
は
管
理

者
が
い
な
い
の
で
、使
用
は
で
き

な
い
。

議
員
　
救
急
手
当
等
の
普
及
啓

発
は
ど
の
よ
う
な
指
導
研
修
を

行
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
消
防
署
や
日
赤
な
ど
依

頼
し
、救
命
措
置
方
法
の
講
習
会

を
不
定
期
で
は
あ
る
が
実
施
し

て
い
る
。

総
務
課
長
　
29
年
度
に
つ
い
て

は
職
員
を
対
象
と
し
た
講
習
は
、

希
望
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
中

止
し
た
。消
防
団
の
講
習
は
11
月

に
毎
年
行
っ
て
い
る
が
、一
般
対

象
の
開
催
は
し
て
い
な
い
。

議
員
　
教
育
長
は
受
講
さ
れ
た

こ
と
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
だ
い
ぶ
前
に
一
度
受

講
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、い
ざ
と

い
う
時
に
緊
張
し
冷
静
な
対
応

が
で
き
る
か
な
と
思
う
。

A
E
D
は
音
声
で
の
ガ
イ
ド
が

あ
る
が
、研
修
受
講
か
ら
間
が
あ

ま
り
に
も
開
け
ば
一
度
だ
け
受

講
し
て
も
非
常
に
慌
て
る
の
で

は
と
思
う
。

議
員
　
点
検
担
当
者
や
記
録
簿

等
は
存
在
す
る
の
か
。

総
務
課
長
　
点
検
者
は
決
め
て

い
る
が
、点
検
簿
は
作
成
し
て
い

な
い
。

議
員
　
A
E
D
と
バ
ッ
テ
リ
ー

の
耐
用
年
数
、電
気
パ
ッ
ト
の
使

用
期
限
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
A
E
D
が
七

年
、バ
ッ
テ
リ
ー
は
四
年
、電
気

パ
ッ
ト
は
二
年
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
今
ま
で
に
使
用
事
例
は

あ
る
か
。

町
長
　
過
去
一
例
で
、平
成
25
年

の
町
民
体
育
大
会
時
に
使
用
し

た
報
告
が
あ
る
。

議
員
　
夏
祭
り
、野
球
、サ
ッ
カ

ー
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
多

AED（自動体外式除細動器）

般
一

問
質

一

久
保

　繁
幸 

議
員

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
設
置
場
所
は
？

答
▼
答
▼
庁
舎
を
初
め
、
19
施
設
、
24
箇
所
に
設
置

庁
舎
を
初
め
、
19
施
設
、
24
箇
所
に
設
置

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

や
農
地
基
盤
整
備
事
業
等
で
解

消
が
図
ら
れ
て
い
る
。

議
員

　平
成
27
年
度
の
水
田
面

積
は
3
9
8
h
a
で
水
田
面
積

よ
り
耕
作
放
棄
地
が
多
い
現
状

で
あ
る
。
植
林
、
景
観
作
物
の

植
付
け
、
優
良
農
地
の
貸
借
、

売
買
の
斡
旋
等
を
関
係
者
一
丸

と
な
っ
た
対
応
を
す
べ
き
。

農
林
水
産
課
長

　植
付
け
対
象

と
し
て
薬
草
、
薬
木
等
の
情
報

収
集
を
実
施
し
、
中
間
管
理
機

構
等
の
情
報
発
信
や
管
理
体
制

の
充
実
を
図
り
、
放
棄
地
の
解

消
に
務
め
た
い
。

議
員

　生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
中
、
町
内
産
業
の
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
、
外
国
人
技
能

実
習
制
度
等
を
活
用
し
て
こ
れ

を
解
消
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の
実
態

の
把
握
と
対
応
は
。

町
長

　町
内
の
外
国
人
就
労
者

は
毎
年
30
人
か
ら
40
人
で
推
移

し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

中
国
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。

　実
習
生
の
対
応
は
、
事
業
所

が
主
体
的
に
関
わ
り
、
町
は
直

接
的
に
関
与
し
て
い
な
い
。
行

政
指
導
や
外
国
人
の
相
互
交
流

な
ど
の
施
策
は
行
っ
て
い
な
い
。

議
員

　国
勢
調
査
結
果
の
生
産

年
齢
人
口
の
動
き
を
み
る
と
、

平
成
27
年
は
4
6
7
4
人
。
平

成
17
年
は
6
0
1
2
人
。
10
年

間
で
1
3
3
8
人
減
少
し
て
い

る
。　こ

の
よ
う
な
中
、
町
内
産
業

の
雇
用
者
確
保
が
深
刻
化
し
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

企
画
商
工
課
長

　定
住
人
口
の

維
持
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
振
興
に
必
要
な
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、

後
継
者
対
策
を
主
と
し
、
各
種

補
助
金
等
を
活
用
し
て
、
振
興

策
を
考
え
、
人
口
減
を
抑
制
し

て
い
る
。

議
員

　雇
用
者
や
家
族
の
高
齢

化
、
経
営
規
模
拡
大
等
で
雇
用

者
が
不
足
し
、
止
む
な
く
外
国

人
実
習
生
を
雇
用
し
て
い
る
の

が
実
態
。
こ
の
実
習
生
を
雇
用

す
る
に
は
、
住
宅
確
保
が
高
い

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　住
宅
改
造
費
用
の
補
助
、
町

内
の
空
き
家
や
利
用
し
て
い
な

い
町
有
住
宅
を
実
習
生
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
貸
し
出
し
て

は
ど
う
か
。

企
画
商
工
課
長

　空
き
家
バ
ン

ク
制
度
や
住
宅
改
造
費
用
の
補

助
制
度
は
移
住
・
定
住
の
視
点

で
設
け
て
い
て
、
こ
れ
を
適
用

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

議
員

　実
習
生
は
故
郷
を
離
れ
、

実
習
期
間
中
は
帰
国
も
で
き
な

い
。
生
活
環
境
も
母
国
と
大
き

く
違
う
な
ど
、
社
会
的
弱
者
の

側
面
も
持
っ
て
い
る
。
受
け
入

れ
態
勢
、
環
境
整
備
と
し
て
取

り
組
ん
だ
ら
如
何
か
。

企
画
商
工
課
長

　実
習
生
は
国

際
貢
献
と
し
て
受
け
入
れ
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
な
ど
は
全
国
的
な
問

題
で
あ
り
、
国
の
動
向
を
見
守

っ
て
い
き
た
い
。

議
員

　実
習
生
は
国
民
健
康
保

険
等
に
加
入
し
て
い
る
が
、
健

康
診
断
等
の
受
診
状
況
は
ど
う

か
。

健
康
増
進
課
長

　受
診
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
事
業
主

が
受
診
さ
せ
、
町
検
診
を
受
け

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

耕
作
放
棄
地
の
解
消
対
策
は

議
員

　耕
作
放
棄
地
は
、
労
働

力
不
足
、
生
産
性
が
低
い
な
ど

の
理
由
か
ら
、
発
生
が
続
い
て

い
る
。
放
棄
地
面
積
の
推
移
や

発
生
防
止
・
解
消
対
策
は
ど
う

か
。

町
長

　耕
作
放
棄
地
は
平
成
29

年
度
末
で
5
4
8
h
a
、
発
生

防
止
対
策
・
解
消
対
策
と
し
て

般
一

問
質

外
国
人
技
能
実
習
制
度
等
を
活
用
し
た

人
手
不
足
解
消
に
対
す
る
対
応
は
？

一

竹
下

　泰
信 

議
員

答
▼
答
▼
国
の
動
向
を
見
守
っ
て
対
応
し
た
い

国
の
動
向
を
見
守
っ
て
対
応
し
た
い
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く
の
人
が
集
ま
り
、ま
た
本
町
で

の
人
口
が
一
番
多
い
道
越
の
環

境
広
場
へ
の
設
置
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
。

社
会
教
育
課
長
　
不
特
定
多
数

の
方
が
来
ら
れ
、い
た
ず
ら
と
か

盗
難
が
考
え
ら
れ
、環
境
広
場
へ

の
A
E
D
の
設
置
は
難
し
い
と

思
う
。

議
員
　
一
般
町
民
の
研
修
や
指

導
等
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放

映
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、購
入

補
助
も
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

町
長
　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員
　
観
光
客
や
イ
ベ
ン
ト
、道

の
駅
等
で
年
間
70
万
の
人
々
が

来
町
さ
れ
、ま
た
高
齢
化
社
会
の

進
展
の
世
相
の
中
、町
内
の

A
E
D
の
設
置
場
所
と
台
数
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
役
場
を
初
め
多
良
地
区

12
施
設
14
台
、大
浦
地
区
7
施
設

10
台
を
設
置
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

議
員
　
心
肺
停
止
か
ら
10
分
が

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、救
急
車
の
到
着
時
間
が

10
分
〜
20
分
か
か
る
大
浦
地
区

の
設
置
場
所
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
大
浦
地
区
に
は
大

浦
支
所
、町
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、

艇
庫
、白
浜
海
水
浴
場
、竹
崎
城

趾
展
望
台
、大
浦
小
・
中
学
校
の

施
設
。

議
員
　
A
E
D
の
設
置
場
所
ま

で
、誰
も
が
わ
か
る
よ
う
誘
導
案

内
は
ど
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
誘
導
表
示
の
案
内

は
特
に
は
な
い
。

議
員
　
10
台
の
設
置
所
で
夜
間

自
由
に
使
用
で
き
る
場
所
は
ど

こ
に
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
特
段
夜
間
は
管
理

者
が
い
な
い
の
で
、使
用
は
で
き

な
い
。

議
員
　
救
急
手
当
等
の
普
及
啓

発
は
ど
の
よ
う
な
指
導
研
修
を

行
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
消
防
署
や
日
赤
な
ど
依

頼
し
、救
命
措
置
方
法
の
講
習
会

を
不
定
期
で
は
あ
る
が
実
施
し

て
い
る
。

総
務
課
長
　
29
年
度
に
つ
い
て

は
職
員
を
対
象
と
し
た
講
習
は
、

希
望
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
中

止
し
た
。消
防
団
の
講
習
は
11
月

に
毎
年
行
っ
て
い
る
が
、一
般
対

象
の
開
催
は
し
て
い
な
い
。

議
員
　
教
育
長
は
受
講
さ
れ
た

こ
と
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
だ
い
ぶ
前
に
一
度
受

講
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、い
ざ
と

い
う
時
に
緊
張
し
冷
静
な
対
応

が
で
き
る
か
な
と
思
う
。

A
E
D
は
音
声
で
の
ガ
イ
ド
が

あ
る
が
、研
修
受
講
か
ら
間
が
あ

ま
り
に
も
開
け
ば
一
度
だ
け
受

講
し
て
も
非
常
に
慌
て
る
の
で

は
と
思
う
。

議
員
　
点
検
担
当
者
や
記
録
簿

等
は
存
在
す
る
の
か
。

総
務
課
長
　
点
検
者
は
決
め
て

い
る
が
、点
検
簿
は
作
成
し
て
い

な
い
。

議
員
　
A
E
D
と
バ
ッ
テ
リ
ー

の
耐
用
年
数
、電
気
パ
ッ
ト
の
使

用
期
限
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
A
E
D
が
七

年
、バ
ッ
テ
リ
ー
は
四
年
、電
気

パ
ッ
ト
は
二
年
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
今
ま
で
に
使
用
事
例
は

あ
る
か
。

町
長
　
過
去
一
例
で
、平
成
25
年

の
町
民
体
育
大
会
時
に
使
用
し

た
報
告
が
あ
る
。

議
員
　
夏
祭
り
、野
球
、サ
ッ
カ

ー
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
多

AED（自動体外式除細動器）

般
一

問
質

一

久
保

　繁
幸 

議
員

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
設
置
場
所
は
？

答
▼
答
▼
庁
舎
を
初
め
、
19
施
設
、
24
箇
所
に
設
置

庁
舎
を
初
め
、
19
施
設
、
24
箇
所
に
設
置

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

や
農
地
基
盤
整
備
事
業
等
で
解

消
が
図
ら
れ
て
い
る
。

議
員

　平
成
27
年
度
の
水
田
面

積
は
3
9
8
h
a
で
水
田
面
積

よ
り
耕
作
放
棄
地
が
多
い
現
状

で
あ
る
。
植
林
、
景
観
作
物
の

植
付
け
、
優
良
農
地
の
貸
借
、

売
買
の
斡
旋
等
を
関
係
者
一
丸

と
な
っ
た
対
応
を
す
べ
き
。

農
林
水
産
課
長

　植
付
け
対
象

と
し
て
薬
草
、
薬
木
等
の
情
報

収
集
を
実
施
し
、
中
間
管
理
機

構
等
の
情
報
発
信
や
管
理
体
制

の
充
実
を
図
り
、
放
棄
地
の
解

消
に
務
め
た
い
。

議
員

　生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
中
、
町
内
産
業
の
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
、
外
国
人
技
能

実
習
制
度
等
を
活
用
し
て
こ
れ

を
解
消
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の
実
態

の
把
握
と
対
応
は
。

町
長

　町
内
の
外
国
人
就
労
者

は
毎
年
30
人
か
ら
40
人
で
推
移

し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

中
国
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。

　実
習
生
の
対
応
は
、
事
業
所

が
主
体
的
に
関
わ
り
、
町
は
直

接
的
に
関
与
し
て
い
な
い
。
行

政
指
導
や
外
国
人
の
相
互
交
流

な
ど
の
施
策
は
行
っ
て
い
な
い
。

議
員

　国
勢
調
査
結
果
の
生
産

年
齢
人
口
の
動
き
を
み
る
と
、

平
成
27
年
は
4
6
7
4
人
。
平

成
17
年
は
6
0
1
2
人
。
10
年

間
で
1
3
3
8
人
減
少
し
て
い

る
。　こ

の
よ
う
な
中
、
町
内
産
業

の
雇
用
者
確
保
が
深
刻
化
し
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

企
画
商
工
課
長

　定
住
人
口
の

維
持
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
振
興
に
必
要
な
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、

後
継
者
対
策
を
主
と
し
、
各
種

補
助
金
等
を
活
用
し
て
、
振
興

策
を
考
え
、
人
口
減
を
抑
制
し

て
い
る
。

議
員

　雇
用
者
や
家
族
の
高
齢

化
、
経
営
規
模
拡
大
等
で
雇
用

者
が
不
足
し
、
止
む
な
く
外
国

人
実
習
生
を
雇
用
し
て
い
る
の

が
実
態
。
こ
の
実
習
生
を
雇
用

す
る
に
は
、
住
宅
確
保
が
高
い

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　住
宅
改
造
費
用
の
補
助
、
町

内
の
空
き
家
や
利
用
し
て
い
な

い
町
有
住
宅
を
実
習
生
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
貸
し
出
し
て

は
ど
う
か
。

企
画
商
工
課
長

　空
き
家
バ
ン

ク
制
度
や
住
宅
改
造
費
用
の
補

助
制
度
は
移
住
・
定
住
の
視
点

で
設
け
て
い
て
、
こ
れ
を
適
用

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

議
員

　実
習
生
は
故
郷
を
離
れ
、

実
習
期
間
中
は
帰
国
も
で
き
な

い
。
生
活
環
境
も
母
国
と
大
き

く
違
う
な
ど
、
社
会
的
弱
者
の

側
面
も
持
っ
て
い
る
。
受
け
入

れ
態
勢
、
環
境
整
備
と
し
て
取

り
組
ん
だ
ら
如
何
か
。

企
画
商
工
課
長

　実
習
生
は
国

際
貢
献
と
し
て
受
け
入
れ
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
な
ど
は
全
国
的
な
問

題
で
あ
り
、
国
の
動
向
を
見
守

っ
て
い
き
た
い
。

議
員

　実
習
生
は
国
民
健
康
保

険
等
に
加
入
し
て
い
る
が
、
健

康
診
断
等
の
受
診
状
況
は
ど
う

か
。

健
康
増
進
課
長

　受
診
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
事
業
主

が
受
診
さ
せ
、
町
検
診
を
受
け

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

 

耕
作
放
棄
地
の
解
消
対
策
は

議
員

　耕
作
放
棄
地
は
、
労
働

力
不
足
、
生
産
性
が
低
い
な
ど

の
理
由
か
ら
、
発
生
が
続
い
て

い
る
。
放
棄
地
面
積
の
推
移
や

発
生
防
止
・
解
消
対
策
は
ど
う

か
。

町
長

　耕
作
放
棄
地
は
平
成
29

年
度
末
で
5
4
8
h
a
、
発
生

防
止
対
策
・
解
消
対
策
と
し
て

般
一

問
質

外
国
人
技
能
実
習
制
度
等
を
活
用
し
た

人
手
不
足
解
消
に
対
す
る
対
応
は
？

一

竹
下

　泰
信 

議
員

答
▼
答
▼
国
の
動
向
を
見
守
っ
て
対
応
し
た
い

国
の
動
向
を
見
守
っ
て
対
応
し
た
い
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を
生
か
し
特
産
品
開
発
等
、
町

の
活
性
化
に
向
け
て
頑
張
る
。

議
員
　
ミ
カ
ン
の
果
試
35
号
イ

チ
ゴ
の
佐
賀
i
9
号
、
寿
太
郎
、

今
村
で
貯
蔵
試
験
等
新
品
種
や

取
組
み
の
現
状
は
。

農
林
水
産
課
長
　
ミ
カ
ン
、
イ

チ
ゴ
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県
の

新
た
な
品
種
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
貯
蔵
ミ
カ
ン
は
極
早

生
か
ら
年
明
商
材
と
し
て
、

J
A
な
ど
で
も
栽
培
面
積
を
増

や
す
方
向
と
聞
い
て
い
る
。

議
員
　
第
五
次
総
合
計
画
が
町

の
未
来
図
に
向
け
、
積
極
的
な

支
援
事
業
に
よ
り
、
活
力
み
な

ぎ
る
産
業
の
町
と
し
て
息
づ
く

施
策
を
期
待
す
る
。

議
員
　
国
全
体
が
急
速
な
人
口

減
少
局
面
の
中
、
地
域
経
済
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
課
題
へ

の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
国
県
町
の
制
度
や
事
業

を
活
用
し
、
現
状
を
直
視
し
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の

課
題
は
、
生
産
性
の
向
上
と
付

加
価
値
の
向
上
に
努
力
す
る
必

要
が
あ
る
。

議
員
　
第
四
次
総
合
計
画
と
地

方
創
生
総
合
戦
略
が
最
終
年
度

を
迎
え
る
。
町
の
人
口
は
昭
和

30
年
が
ピ
ー
ク
で
1
万

5
8
5
3
人
で
、
総
合
戦
略
ス

タ
ー
ト
時
8
9
7
2
人
で
現
在

8
9
0
1
人
は
驚
異
的
数
字
と

思
う
が
、
正
確
か
。

企
画
商
工
課
長
　
大
筋
で
流
れ

て
お
り
確
か
で
あ
る
。

議
員
　
太
良
町
は
、
一
次
産
業

の
町
と
し
て
成
長
し
た
が
産
業

別
就
業
者
構
成
比
は
全
国
4
・

2
％
、
佐
賀
県
9
・
5
％
、
太

良
町
は
33
％
と
圧
倒
的
数
値
で

あ
る
。
一
次
産
業
の
更
な
る
振

興
と
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す

取
り
組
み
が
重
要
と
思
う
が
、

新
た
な
取
組
検
証
は
。

企
画
商
工
課
長
　
重
要
業
績
評

価
指
標
の
実
績
と
目
標
値
の
差

は
あ
る
。

議
員
　
担
い
手
不
足
で
生
産
力

は
低
下
す
る
が
高
齢
化
を
憂
慮

す
る
だ
け
で
は
一
歩
も
進
ま
な

い
。
地
場
産
業
の
育
成
、
地
域

資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

等
々
町
の
強
み
を
最
大
限
発
揮

し
、
稼
ぐ
力
を
伸
ば
す
こ
と
に

他
市
町
も
挑
戦
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
も
森
の
バ
タ
ー
と
言
わ

れ
る
ア
ボ
カ
ド
や
森
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
ア
テ
モ

ヤ
等
新
た
な
取
組
へ
の
支
援
は
。

町
長
　
ア
ボ
カ
ド
は
、
若
い
女

性
に
人
気
で
バ
イ
ヤ
ー
も
太
鼓

判
を
押
さ
れ
た
。
町
の
新
た
な

特
産
品
と
期
待
し
て
支
援
し
た

い
。

議
員
　
産
業
振
興
研
究
会
が
目

指
す
「
地
域
商
社
」
は
、
国
内

の
産
地
間
競
争
や
国
際
競
争
も

一
層
激
し
く
な
る
中
、
消
費
者

志
向
へ
の
対
応
、
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
、
流
通
販
売
を
見
据
え
た

解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
み
し

て
い
る
。
地
域
の
稼
ぐ
力
を
引

き
出
す
役
割
を
担
う
目
的
で
あ

る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
　
町
の
農
林
水
産
資
源
が

既
存
の
市
場
で
存
在
感
が
あ
り
、

価
格
と
供
給
量
が
他
商
品
よ
り

優
位
が
必
要
で
あ
る
。
生
産
者

か
ら
消
費
者
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に

生
産
者
に
返
る
こ
と
か
ら
研
究

結
果
に
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　
農
地
は
荒
廃
化
が
進
み
、

活
力
み
な
ぎ
る
ど
こ
ろ
か
削
ぎ

落
と
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

が
、
徳
島
県
上
勝
町
は
高
齢
者

が
築
い
た
国
内
シ
ェ
ア
70
％
の

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。
7

桁
、
8
桁
を
稼
ぎ
元
気
が
あ
る
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
の
モ
デ

ル
で
あ
る
と
思
う
が
、
小
さ
く

て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
町
づ
く
り

の
考
え
は
。

町
長
　
高
齢
者
の
知
恵
と
経
験

般
一

問
質

産
業
振
興
の
考
え
を
問
う

一

末
次

　利
男 

議
員

答
▼
答
▼
や
る
気
の
あ
る
人
に
は
支
援
す
る

や
る
気
の
あ
る
人
に
は
支
援
す
る

新たな特産品として期待されるアボカド

　山口知事は“未来へ繋ぐ　佐賀の志”をテーマに、
最近価値観が多様化し、人を大切にすることが肝要。
佐賀県の特徴は子どもの数は全国3位、初婚年齢が
早く男性は全国3位、女性は27歳などを講演。
　田中教授は“最近の政治”をテーマに、自民党本
流は主に改憲派、保守本流は主に憲法尊重派で戦後
の方針を決めるなど戦後政治の流れを講演されまし
た。
　全議員が参加し、有意義な研修会でした。

　9月15日（土）、しおさい館で太良町総合計画策
定の一環としてスタートアップ講演会が開催され、
まちづくりの新しい風～まちのみらいをみつけよう
～と題し、若松進一氏が講演されました。
　地域の文化を土壌として、「人づくり、拠点づく
り、住民参加のオンリーワンづくり」をキーワード
にふるさと太良町の未来をどう描くのか、太良町総
合計画の策定に向けた第一歩を踏み出しました。
　太良町に住むものとして皆さまと共に考えて参り
たいと思います。

〈町村議会議員研修会〉

県知事 山口祥義氏、
福山大学客員教授
　　　 田中秀征氏が講演

県知事 山口祥義氏、
福山大学客員教授
　　　 田中秀征氏が講演

　本町では7月5日、6日を中心に、台風7号と活発な
梅雨前線の影響により、記録的な大雨に見舞われ豪
雨被害が各地で発生しました。
7月27日現在の主な被害状況は以下のとおりです。

　

　佐賀県初の大雨特別警報が発令され、本町でも約
100人が避難所で不安な一夜を明かされています。被
害箇所の早急な復旧と防災行政の充実を官民協働で
推進することが重要です。

スタートアップ講演会スタートアップ講演会

〈経済建設常任委員会〉

7月豪雨被害状況を
　　　　　　現地調査
7月豪雨被害状況を
　　　　　　現地調査

〈総務常任委員会視察〉

町道：11箇所、被害額5,090万円　
林道：3路線5箇所、同2,125万円
林道土砂及び倒木撤去：4路線、同50万円
広域農道舗装補修：1箇所、同1,200万円
農地等災害：69箇所、同13,900万円

認知症早期発見認知症早期発見

とき　平成30年8月20日　場所　マリターレ創世佐賀

とき　平成30年7月11日　
場所　福岡県大牟田市
目的　認知症への具体的
　　　な取り組み

7月11日
福岡県福岡市
認知症予防

7月12日
福岡県久留米市
歴史を生かした
町の活性化

認知症の方を把握
《太良町の課題》

考える人が
少ない

観光ガイドが
少ない

① 早期発見のための検診

② 子どもの頃からの教育

③ 認知症サポーターの
　 養成

《提　言》
① 手話ダンス
　 の推奨

② 考える人を
　 増やす為の
　 講演会開催

① 観光ガイドの
　 養成

② 観光ガイドの
　 質の向上

③ 歴史的資源の
　 開発
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を
生
か
し
特
産
品
開
発
等
、
町

の
活
性
化
に
向
け
て
頑
張
る
。

議
員
　
ミ
カ
ン
の
果
試
35
号
イ

チ
ゴ
の
佐
賀
i
9
号
、
寿
太
郎
、

今
村
で
貯
蔵
試
験
等
新
品
種
や

取
組
み
の
現
状
は
。

農
林
水
産
課
長
　
ミ
カ
ン
、
イ

チ
ゴ
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県
の

新
た
な
品
種
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
貯
蔵
ミ
カ
ン
は
極
早

生
か
ら
年
明
商
材
と
し
て
、

J
A
な
ど
で
も
栽
培
面
積
を
増

や
す
方
向
と
聞
い
て
い
る
。

議
員
　
第
五
次
総
合
計
画
が
町

の
未
来
図
に
向
け
、
積
極
的
な

支
援
事
業
に
よ
り
、
活
力
み
な

ぎ
る
産
業
の
町
と
し
て
息
づ
く

施
策
を
期
待
す
る
。

議
員
　
国
全
体
が
急
速
な
人
口

減
少
局
面
の
中
、
地
域
経
済
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
課
題
へ

の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
国
県
町
の
制
度
や
事
業

を
活
用
し
、
現
状
を
直
視
し
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の

課
題
は
、
生
産
性
の
向
上
と
付

加
価
値
の
向
上
に
努
力
す
る
必

要
が
あ
る
。

議
員
　
第
四
次
総
合
計
画
と
地

方
創
生
総
合
戦
略
が
最
終
年
度

を
迎
え
る
。
町
の
人
口
は
昭
和

30
年
が
ピ
ー
ク
で
1
万

5
8
5
3
人
で
、
総
合
戦
略
ス

タ
ー
ト
時
8
9
7
2
人
で
現
在

8
9
0
1
人
は
驚
異
的
数
字
と

思
う
が
、
正
確
か
。

企
画
商
工
課
長
　
大
筋
で
流
れ

て
お
り
確
か
で
あ
る
。

議
員
　
太
良
町
は
、
一
次
産
業

の
町
と
し
て
成
長
し
た
が
産
業

別
就
業
者
構
成
比
は
全
国
4
・

2
％
、
佐
賀
県
9
・
5
％
、
太

良
町
は
33
％
と
圧
倒
的
数
値
で

あ
る
。
一
次
産
業
の
更
な
る
振

興
と
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す

取
り
組
み
が
重
要
と
思
う
が
、

新
た
な
取
組
検
証
は
。

企
画
商
工
課
長
　
重
要
業
績
評

価
指
標
の
実
績
と
目
標
値
の
差

は
あ
る
。

議
員
　
担
い
手
不
足
で
生
産
力

は
低
下
す
る
が
高
齢
化
を
憂
慮

す
る
だ
け
で
は
一
歩
も
進
ま
な

い
。
地
場
産
業
の
育
成
、
地
域

資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

等
々
町
の
強
み
を
最
大
限
発
揮

し
、
稼
ぐ
力
を
伸
ば
す
こ
と
に

他
市
町
も
挑
戦
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
も
森
の
バ
タ
ー
と
言
わ

れ
る
ア
ボ
カ
ド
や
森
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
ア
テ
モ

ヤ
等
新
た
な
取
組
へ
の
支
援
は
。

町
長
　
ア
ボ
カ
ド
は
、
若
い
女

性
に
人
気
で
バ
イ
ヤ
ー
も
太
鼓

判
を
押
さ
れ
た
。
町
の
新
た
な

特
産
品
と
期
待
し
て
支
援
し
た

い
。

議
員
　
産
業
振
興
研
究
会
が
目

指
す
「
地
域
商
社
」
は
、
国
内

の
産
地
間
競
争
や
国
際
競
争
も

一
層
激
し
く
な
る
中
、
消
費
者

志
向
へ
の
対
応
、
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
、
流
通
販
売
を
見
据
え
た

解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
み
し

て
い
る
。
地
域
の
稼
ぐ
力
を
引

き
出
す
役
割
を
担
う
目
的
で
あ

る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
　
町
の
農
林
水
産
資
源
が

既
存
の
市
場
で
存
在
感
が
あ
り
、

価
格
と
供
給
量
が
他
商
品
よ
り

優
位
が
必
要
で
あ
る
。
生
産
者

か
ら
消
費
者
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に

生
産
者
に
返
る
こ
と
か
ら
研
究

結
果
に
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　
農
地
は
荒
廃
化
が
進
み
、

活
力
み
な
ぎ
る
ど
こ
ろ
か
削
ぎ

落
と
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

が
、
徳
島
県
上
勝
町
は
高
齢
者

が
築
い
た
国
内
シ
ェ
ア
70
％
の

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。
7

桁
、
8
桁
を
稼
ぎ
元
気
が
あ
る
。

　
人
生
1
0
0
年
時
代
の
モ
デ

ル
で
あ
る
と
思
う
が
、
小
さ
く

て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
町
づ
く
り

の
考
え
は
。

町
長
　
高
齢
者
の
知
恵
と
経
験

般
一

問
質

産
業
振
興
の
考
え
を
問
う

一

末
次

　利
男 

議
員

答
▼
答
▼
や
る
気
の
あ
る
人
に
は
支
援
す
る

や
る
気
の
あ
る
人
に
は
支
援
す
る

新たな特産品として期待されるアボカド

　山口知事は“未来へ繋ぐ　佐賀の志”をテーマに、
最近価値観が多様化し、人を大切にすることが肝要。
佐賀県の特徴は子どもの数は全国3位、初婚年齢が
早く男性は全国3位、女性は27歳などを講演。
　田中教授は“最近の政治”をテーマに、自民党本
流は主に改憲派、保守本流は主に憲法尊重派で戦後
の方針を決めるなど戦後政治の流れを講演されまし
た。
　全議員が参加し、有意義な研修会でした。

　9月15日（土）、しおさい館で太良町総合計画策
定の一環としてスタートアップ講演会が開催され、
まちづくりの新しい風～まちのみらいをみつけよう
～と題し、若松進一氏が講演されました。
　地域の文化を土壌として、「人づくり、拠点づく
り、住民参加のオンリーワンづくり」をキーワード
にふるさと太良町の未来をどう描くのか、太良町総
合計画の策定に向けた第一歩を踏み出しました。
　太良町に住むものとして皆さまと共に考えて参り
たいと思います。

〈町村議会議員研修会〉

県知事 山口祥義氏、
福山大学客員教授
　　　 田中秀征氏が講演

県知事 山口祥義氏、
福山大学客員教授
　　　 田中秀征氏が講演

　本町では7月5日、6日を中心に、台風7号と活発な
梅雨前線の影響により、記録的な大雨に見舞われ豪
雨被害が各地で発生しました。
7月27日現在の主な被害状況は以下のとおりです。

　

　佐賀県初の大雨特別警報が発令され、本町でも約
100人が避難所で不安な一夜を明かされています。被
害箇所の早急な復旧と防災行政の充実を官民協働で
推進することが重要です。

スタートアップ講演会スタートアップ講演会

〈経済建設常任委員会〉

7月豪雨被害状況を
　　　　　　現地調査
7月豪雨被害状況を
　　　　　　現地調査

〈総務常任委員会視察〉

町道：11箇所、被害額5,090万円　
林道：3路線5箇所、同2,125万円
林道土砂及び倒木撤去：4路線、同50万円
広域農道舗装補修：1箇所、同1,200万円
農地等災害：69箇所、同13,900万円

認知症早期発見認知症早期発見

とき　平成30年8月20日　場所　マリターレ創世佐賀

とき　平成30年7月11日　
場所　福岡県大牟田市
目的　認知症への具体的
　　　な取り組み

7月11日
福岡県福岡市
認知症予防

7月12日
福岡県久留米市
歴史を生かした
町の活性化

認知症の方を把握
《太良町の課題》

考える人が
少ない

観光ガイドが
少ない

① 早期発見のための検診

② 子どもの頃からの教育

③ 認知症サポーターの
　 養成

《提　言》
① 手話ダンス
　 の推奨

② 考える人を
　 増やす為の
　 講演会開催

① 観光ガイドの
　 養成

② 観光ガイドの
　 質の向上

③ 歴史的資源の
　 開発
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暑
と
い
わ
れ
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も
終
わ

り
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過
し
や
す
い
時
季
に
な
り
ま

し
た
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　「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
、
い

よ
い
よ
収
穫
の
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。
山
の
幸
「
み

か
ん
」
と
、
海
の
幸
「
ノ
リ
」
の

豊
作
を
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っ
て
い
ま
す
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ら
、
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シ
ー
ズ
ン
に

入
り
町
内
を
訪
れ
る
お
客
様
も
多

く
な
り
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す
。
ま
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思
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え
る
よ
う
、
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も
て

な
し
の
心
で
お
迎
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
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　最
近
、
傍
聴
席
が
さ
び
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
日
で
時

間
が
な
い
、
ケ
ー
ブ
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レ
ビ
で

見
ら
れ
る
と
多
く
の
方
が
思
っ
て

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
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が
、

是
非
、
生
の
議
会
を
傍
聴
し
に
お

出
で
く
だ
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。

7
月
〜
9
月

議会クイズ!!

※締め切り／ 11月16日（金）　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）を
もって代えさせていただきます。

〒849-1698　太良町大字多良1-6
太良町議会事務局「議会クイズ係」宛

解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名
・電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

お買物券が当たる！
Q 平成30年8月現在の太良町認知症サポーターは何人でしょう？
　　ヒント：6ページをご覧ください。

平成30年度（7月～9月分）
議長交際費の支出状況

件数

1

1

2

支出額（円）

10,000

6,240

16,240

種別

祝儀

会費

慶弔

贈呈

謝礼

その他

合計

みなさーん
議会に対する意見

などをどんどんお寄せ
下さい。

みなさーん
議会に対する意見

などをどんどんお寄せ
下さい。

一
般
質
問
が
少
な
す
ぎ

る
。　自

分
の
意
見
を
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
町
民

に
伝
え
る
努
力
に
期
待

し
た
い
。

  

│ 

畑
田
地
区
町
民 

│

私
の一
言

私
の一
言

議
会
の
主
な
活
動

7月
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8月9月
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会
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浜
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・ 
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会
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報
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集
特
別
委
員
会
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務
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察
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・ 
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激
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問
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太
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町
中
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プ
場
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開
き
式

・ 

全
員
協
議
会（
例
会
）

・ 

杵
藤
地
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広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
7
月
臨
時
会

・ 

多
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岳
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区
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域
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道
推
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会
総
会
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佐
賀
県
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域
環
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合
議
会
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時
会
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国
道
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0
7
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成
同
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会
・
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明
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岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
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期
成
会
総
会

・ 

第
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回
佐
賀
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消
防
操
法
大
会

・ 

平
成
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年
度
知
事
・
市
町
議
会
議
長
懇
話
会

・ 

議
会
運
営
委
員
会
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8
月
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時
会
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全
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議
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例
会
）

・ 

太
良
町
消
防
団
夏
季
点
検

・ 

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
議

・ 
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成
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年
度
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県
町
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議
会
議
員
研
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会
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鹿
島
・
藤
津
地
区
衛
生
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8
月
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会

・ 
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藤
地
区
広
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市
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村
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8
月
定
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会

・ 

議
会
運
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会

888162020212729
・ 

9
月
定
例
会
招
集

・ 

全
員
協
議
会（
例
会
）

・ 

議
案
調
査

・ 

9
月
定
例
会
一
般
質
問

・ 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

・ 

9
月
定
例
会
議
案
審
議

・ 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
演
会

・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 

学
校
教
育
現
場
視
察（
大
浦
小
学
校
）

・ 

平
成
30
年
秋
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

　

・ 

学
校
教
育
現
場
視
察（
多
良
小
学
校
）
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A ①49人  ②149人　③194人


